
令和４年度 第２回 伎倍小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和４年６月１６日（木） １５時００分から１７時００分まで 

２ 開 催 場 所  伎倍小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  木俣 保広、飯田 勤、平野 秀美、鈴木 健太郎、竹内 真哉、 

石井 好代、坂巻 晋、金原 江里華、鈴木 佐織 

４ 欠 席 委 員  ０人 

５ 学    校  中村 信也（校長）、中道 昌良（教頭）、鈴木 成幸（教務） 

佐藤 富子（ＣＳディレクター） 

６ 傍 聴 者  ０人 

７ 協 議 事 項   

（１）５月２２日 運動場外周の草刈りボランティア 

   ５月２８日 伎倍っ子スポーツフェスティバルのボランティア 

（２）学校の課題と支援について・・・学校応援隊募集 進捗状況 

（３）ボランティア人材活用計画・・・学校の課題と支援について 

（４）夢育やらまいか事業に対する意見について 

（５）教育総務課より 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 佐藤 富子 

９ 会 議 記 録 

  はじめの会にて、司会の教頭から、委員総数９人のうち９人の出席があり、過半

数を超えているため、会議が成立している旨の報告があった。 

  会長より、５月２８日のスポーツフェスティバルが晴天で行われて良かった。 

テント張りの支援も上手く行う事ができて、支援する人が増えてくれればこれから

も発展して行けるのではないか「千里の道も一歩から」と挨拶があった。 

  また、司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、鈴木委員から

議長の申し出があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（１）５月 22 日 運動場外周の草刈りボランティア 

   ５月 28 日 伎倍っ子スポーツフェスティバルのボランティア 

  別紙にて報告。（石井委員） 

報告の仕方はこれから考えていきたい。（鈴木健委員） 

 

（２）学校の課題と支援について・・・学校応援隊募集 進捗状況 

  竹内委員よりＱＲコードでのライン登録の説明があった。ラインでの登録ができ

ない方はチラシの裏面に記入していただき登録する。 



 

（３）ボランティア人材活用計画・・・学校の課題と支援について 

  活動は担当や学校教員の指示に従ってもらいたい。活動本体はＣＳの依頼として

ボランティアをしていただきたい。 

  活動時間内でのケガなら保険適応。（詳細は教頭が説明）活動中なのか分かる様、

ビブスの着用や名前等も把握できる様にする。 

 

（４）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

議長の指示を受け、教頭より夢育やらまいか事業に対する意見書について説明があり、

協議の結果、全員意義なくこれを承認した。 

 

（５）教育総務課より 

  コミュニティ・スクールとボランティア、ＰＴＡの分類が分かりにくい、誤解している

人がたくさんいる。応援隊の募集についても、主催がだれなのか明確にすることが大切。

誰が誰に声をかけるためのチラシなのかを分かりやすくする。 

  ＣＳは人と人をつなぐ機関である。ＰＴＡと誤解されることもあるかもしれないけれ

ど、とりあえずチラシを作り広報活動をしていく。 

 

活動を行ってみて、その都度臨機応変に対応していくしかない。ライン登録の方はライ

ンで、紙面の方は紙面、御厚意で草刈りに来てくれている方はその形でやっていただく。

やっていただいた後に登録を伝える等。（鈴木委員） 

  作成したチラシを配る前に、本校児童家庭へはまずさくら連絡網でチラシの配付につ

いて伝え、各地区の回覧にてチラシを全世帯配付していく。（中村校長） 

チラシのデザインは運営委員のみなさんで熟議した。 

 

 

 終わりの会にて、司会の教頭から、学校運営協議会自己評価の実施についての説明と、次

回会議は、令和４年１１月１７日（木）１５時００分から会議室で開催する旨の報告があっ

た。 


